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まず、スタートカリキュラムで大切にしたいこと



改めて・・・

なぜ幼保小の接続が大切なの？



幼児教育 小学校教育

≫環境を通した指導
≫幼児の自発的・主体的な遊び
≫総合的な指導
≫無自覚な学び

≫教科書、教材、教具等を用いた指導
≫教師の発問・指示による授業・活動
≫教科・領域別の指導
≫自覚的な学び

幼児教育と小学校教育の特徴



▷幼保小要領・指針の改訂（定）

①小学校学習指導要領改訂（1989年）

・生活科の創設（5歳児の就園率94％）

⇒直接体験と総合的な指導を重視する教科

＝小学校低学年児童の発達

幼児教育からの連続性を考慮した教科

学びのつながり

幼児教育と小学校教育のギャップ



架け橋期：義務教育開始前後の５歳児から小学校１年生の２年間。生涯にわたる
学びや生活の基盤をつくるために重要な時期

・子供の成長を切れ目なく支える観点からは、幼保小の円滑な接続をより一層意
識し、乳児や幼児それぞれの特性など発達の段階を踏まえ、一人一人の多様性や
０～18歳の学びの連続性に配慮しつつ、教育の内容や方法を工夫することが重要

つまり…
⇒２年間のカリキュラムを考えればそれでよい、ということではない
⇒幼児教育と小学校教育の差異は他の学校段階等間と比較しても違いが大きい
⇒年齢がまだ幼い（多くは６歳の子どもたちである）

文部科学省（2022）【参考資料２】別添１ 幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）





持続可能な幼小連携・接続のために



持続可能な組織体制：３つの部会（ギア）
役割分担を明確にすることで、一部の教員への負担集中を防ぐ

運営部会
メンバー：小学校教頭、

幼稚園長、
保育園長

役割：「架け橋会」の連
携推進、

全体研修の計画・運営
カリキュラム開発部会
メンバー：小1連携担当、
園主任教諭・保育士

役割：架け橋カリキュラムの
作成・検証・改善、
就学に向けた引継ぎ

交流部会
メンバー：小1学年主任・小5

連携担当、
園年長担任

役割：児童と園児の交流計画
・実践、

就学に向けた引継ぎ

「組織体制が確立し、役割分担が明確になったことで、担当者が変わっても揺るがない

【持続可能な基盤】が整いました。」
天草市教育委員会（20２6）
「令和8年度幼保小の架け橋研修会（管理職研修）『幼保小の架け橋期をともにつくる
―本土北小学校区「架け橋会」』」をもとに筆者作成



生涯にわたる見通しをもった学びを



►The OECD Learning Compass 2030

http://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/



2030 年に向けた生徒エージェンシー

▷エージェンシー：自分の人生および周りの世界に対して良い方
向に影響を与える能力や意志を持つこと

「働きかけられるというよりも自らが働きかけることであり、型にはめ込まれ
るというよりも自ら型を作ることであり、また他人の判断や選択に左右され
るというよりも責任を持った判断や選択を行うこと」

▷共同エージェンシー：生徒が，共有された目標に向けて邁進でき
るように支援する，保護者との，教師との，コミュニティとの，そし
て生徒同士との，相互にやり取りをし，互いに支え合う関係

「教えと学びの過程（教授学習過程）の中で教師と生徒が協働して創って
いくこと」

「予測困難かつ大人が必ずしも答えを持っていない時代の中で，生徒が未
来を形作っていくために，多様な他者と学習を共に構築し，答えを共に創っ
ていくことが求められているといえる。

「Student Agency for 2030 仮訳」
https://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/student-agency/
OECD_STUDENT_AGENCY_FOR_2030_Concept_note_Japanese.pdf



Hart, R. (1997), Children's Participation: The Theory and Practice of Involving Young Citizens 
in Community Development and Environmental Care, UNICEF. Modified from the Ladder of 
Student Participation by the OECD Student Sphere (Linda Lam, Peter Suante, Derek Wong, 
Gede Witsen, Rio Miyazaki, Celina Færch, Jonathan Lee and Ruby Bourke).



令和6年度

▷遊びは学び 学びは遊び “やってみたいが学びの芽”

～「やってみたい」から始まる学びの芽（知識・技能や思考力等の基礎、

学びに向かう力）の育成～

（動画コンテンツ）

• https://www.youtube.com/watch?v=UxfAl3XWfGo

▷幼児教育と小学校教育がつながるってどういうこと？（幼児教育及び小学

校教育関係者向けの参考資料）

• ▷幼児期の大切な学びが分かる動画シリーズ（幼児教育の重要性に関する

普及啓発動画）

• https://www.mext.go.jp/content/20250509-mxt_youji-

000035147_7.pdf

令和7年度

https://www.youtube.com/watch?v=UxfAl3XWfGo
https://www.mext.go.jp/content/20250509-mxt_youji-000035147_7.pdf


令和8年4月9日幼児教育ワーキンググループ保育専門委員会資料２



小学校

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会（2016）
「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめについて（報告）」をもとに筆者作成

幼児教育

育みたい資質・能力とそのつながり



5領域 健康 人間関係 環境 言葉 表現

生活
国語

算数 音楽
図画
工作

体育
道徳

特別
活動

生活科を中心に
合科的・関連的な指導
弾力的な時間割
→１年生の架け橋カリキュラム

小学校低学年

幼児教育 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（資質・能力が育っているときの子どもの姿）

健康な心と体 自立心 協同性
道徳性・規範
意識の芽生え

社会生活との
関わり

思考力の
芽生え

自然との関わり・
生命尊重

数量・図形、文字
等への関心・感覚

言葉による
伝え合い

豊かな感性
と表現

遊び・活動を通して
環境を通した指導
→幼児期後半の
架け橋カリキュラム

架け橋期カリキュラムのつながり



弾力的な時間割の運用

横浜市立池上小学校（2019）週案







合科的・関連的
な指導

個別最適な学び

協働的な学び



学びと育ちをつなぐ環境構成について

▸物的環境（もの、空間、時間）

①安心できる環境

②共同注意の向けやすさ

③視線の合いやすさ

④人との関わりやすさ（近接性）

⑤表現のしやすさ（身体性）

⑥表現のしやすさ（発言の仕方）



▸人的環境（保育者や教師の関わり）

①信頼できる関係性

②受容的なかかわり

③子どもの資質・能力への信頼

④共に面白がり活動を発展させる工夫



▸指導計画の考え方

①個の興味・関心を活かした活動展開

合科的・関連的な指導、弾力的な時間割など

②個の遊びや学びが共有され広がる環境設定や活動

③全体での遊びや学びが個の遊びや学びに発展する活動

展開

⇒柔軟なカリキュラム・マネジメント

⇒１授業内、１単元内、１年間など短期・長期両方の

カリキュラム・マネジメントが必要


